
       

 

 

                                                                              

 

 

 

 

 

 

   

 

令和４年度 

三股町立学校給食センター     

 新年度
 しんねんど

は始まって
 はじ

早く
 はや

も１ヶ月
     かげつ

、吹く
 ふ

風
 かぜ

も爽やか
 さわ

で、若葉
    わかば

のきれいな季節
   きせつ

になりました。みなさん、

新しい
あたら

環境
 かんきょう

には慣れました
 な

か。連休
れんきゅう

明け
 あ

は疲れ
 つか

が出て
  で

体調
たいちょう

を崩しやすい
 くず

時期
じき

でもあります。 

 学校
   がっこう

がある日
  ひ

はもちろん、休み
 やす

の日
  ひ

も早寝
  はやね

・早
  はや

起き
お

を心がけ
こころ

、朝
 あさ

ごはんをしっかり食べて
  た

１日
        にち

を元気
  げんき

に

スタートしましょう。 

 

 

５月
  がつ

６日
 むいか

の給食
きゅうしょく

には、端午
た ん ご

の節句
せ っ く

の行事食
ぎょうじしょく

としてかしわもちを提供
ていきょう

予定
 よてい

です。柏
かしわ

の

葉
は

をはがしておもちをよくかんで食べて
 た

くださいね。 

 

５月
がつ

５日
いつか

は、男
おとこ

の子
こ

の健
すこ

やかな成
せい

長
ちょう

と 幸
しあわ

せを願
ねが

ってお

祝
いわ

いをする「端
たん

午
ご

の節
せっ

句
く

」です。鯉
こい

のぼりや武
む

者
しゃ

人
にん

形
ぎょう

を飾
かざ

り、菖
しょう

蒲
ぶ

の葉
は

や根
ね

を入れた「 菖
しょう

蒲
ぶ

湯
ゆ

」につかって邪
じゃ

気
き

を払
はら

います。そして、「かしわもち」や「ちまき」などのお菓
か

子
し

を

食
た

べる風
ふう

習
しゅう

があります。 

 

カシワの葉
は

で、あん入
い

りのもち

をくるんだもの。カシワはブナ科
か

の

落
らく

葉
よう

樹
じゅ

で、新
あたら

しい芽
め

が出
で

るまで古
ふる

い葉
は

が落
お

ちないことから、「家
か

系
けい

が絶
た

えない」という縁
えん

起
ぎ

を担
かつ

いで使
つか

われ

ます。カシワがあまりない地域
ちいき

では、

サルトリイバラの葉
は

が使
つか

われること

もあります。 

 

 

チガヤや笹
ささ

の葉
は

などで、もち米
ごめ

やも

ち菓子
が し

を包
つつ

んで蒸
む

したもの。全
ぜん

国
こく

各
かく

地
ち

で葉
は

の種
しゅ

類
るい

や 形
かたち

の異
こと

なる、さま

ざまなちまきが作
つく

られています。最
さい

近
きん

では、五
ご

目
もく

おこわを包
つつ

んだ「 中
ちゅう

華
か

ちまき」が食
た

べられることもあります

が、日
に

本
ほん

で古
ふる

くから食
た

べられて 

きたちまきとは異
こと

なります。 

 

 皆さん
みな

は、朝
あさ

ごはんを毎日
まいにち

しっかり食べて
 た

いますか？ 私たち
わたし

の脳
のう

や体
からだ

は、

眠って
ねむ

いる間
あいだ

にも動き続けて
うご    つづ

おり、朝
あさ

起きた
 お

時
とき

にはエネルギーが不足
 ふそく

している

状態
じょうたい

です。朝
あさ

ごはんを食べる
 た

ことで、眠って
ねむ

いる間
あいだ

に下がって
 さ

いた体温
たいおん

が

上がり
 あ

、脳
のう

や体
からだ

にエネルギーが補給
ほきゅう

されて、１日
  にち

を元気
 げんき

に活動
かつどう

するための準備
じゅんび

が整います
ととの

。エネルギー源
                げん

となるご飯
  はん

やパンといった主食
しゅしょく

を中心
ちゅうしん

に主
しゅ

菜
さい

や副菜
ふくさい

なども準備
じゅんび

し、栄養
えいよう

のバランスにも目
 め

を向けて
 む

みましょう。 

 

「 旬
しゅん

」とは、食
た

べ物
もの

がよく育
そだ

ち、たくさんとれる時
じ

期
き

のことです。現
げん

在
ざい

は、栽
さい

培
ばい

技
ぎ

術
じゅつ

の向
こう

上
じょう

や品
ひん

種
しゅ

改
かい

良
りょう

、海
かい

外
がい

からの輸
ゆ

入
にゅう

などによって、１年
ねん

中
じゅう

お店
みせ

に並
なら

ぶものが多
おお

くありますが、旬
しゅん

の食
た

べ物
もの

はおいしく、

栄
えい

養
よう

が豊
ほう

富
ふ

な上
うえ

、価
か

格
かく

も安
やす

いという特
とく

長
ちょう

があります。旬
しゅん

の時
じ

期
き

は、その年
とし

の天
てん

候
こう

や品
ひん

種
しゅ

、栽
さい

培
ばい

される地
ち

域
いき

によっても変
か

わりますが、ここでは季
き

節
せつ

ごとの 旬
しゅん

の野
や

菜
さい

の特
とく

徴
ちょう

と、食
た

べ物
もの

の一
いち

例
れい

をご 紹
しょう

介
かい

します。 

 

冬

ふゆ

が 旬

しゅん

の野

や

菜

さい

は、凍

こお

らない

ように糖

とう

度

ど

が高

たか

くなるため、甘

あま

味

み

を感

かん

じるものが多

おお

いです。 

 

夏
なつ

が 旬
しゅん

の野
や

菜
さい

は、みずみ

ずしく、 体
からだ

を冷
ひ

やす効
こう

果
か

があるものが多
おお

いです。 

 

秋
あき

が 旬
しゅん

の野
や

菜
さい

は、水
すい

分
ぶん

が

少
すく

なく、冬
ふゆ

まで保
ほ

存
ぞん

ができ

る根
こん

菜
さい

類
るい

が多
おお

いです。 

 

 

春
はる

が 旬
しゅん

の野
や

菜
さい

は、苦
にが

味
み

が

あるものが多
おお

いです。 

 

… 旬
しゅん

の始
はじ

まりのこと。その年
とし

の最
さい

初
しょ

にとれたものを「初
はつ

物
もの

」と呼
よ

び、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

には初
はつ

物
もの

をいち早
はや

く味
あじ

わうのが「粋
いき

」とされていました。 

 … 最
もっと

も多
おお

く出
で

回
まわ

り、おいしい時
じ

期
き

。 

… 旬
しゅん

の終
お

わりのこと。来
らい

年
ねん

も食
た

べられるように、                                        

名残
なごり

惜
お

しみながら大
たい

切
せつ

にいただきます。 

給
きゅう

食
しょく

では、できるだけ 旬
しゅん

の 食
しょく

材
ざい

を

献
こん

立
だて

に取
と

り入
い

れています。５月
  がつ

は旬
しゅん

の「か

つお」を使った
つか

香り
かお

揚げ
 あ

を提供
ていきょう

予定
 よてい

です。

日
ひ

々
び

の 給
きゅう

食
しょく

から季
き

節
せつ

の移
うつ

り変
か

わりを感
かん

じ、自
し

然
ぜん

の恵
めぐ

みに感
かん

謝
しゃ

してただきましょ

う。 

 


